MCR　サンプルプログラム仕様

本書はPX780のMCR（磁気カードリーダ）用サンプルプログラム（MCRSample.exe）

の仕様について説明します。

MCRサンプルプログラムは磁気カードの3トラック（ISO1、ISO2、JIS2）のデータを取得するプログラムです。

カードリーダにカードを通すと、3トラック全ての取得データを解析し、画面表示します。

データ内容はアスキーコード等に変換せず、そのまま（16進の数字）表示します。

カードリーダがデータ取得を失敗した場合、エラー内容を画面表示します。

～アプリケーション動作説明～

MCRSample.exeには「イベント通知用」と「メッセージ通知用」の2種類があります（それぞれソースコードとExeファイルをリリースしています）。

MCRSample.exeを起動すると下のような画面が表示されます。
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Fileをタップし、タブから「MCR Sample program」を選択してください。

MCRデータ表示画面が表示されます。




データ表示画面が表示されている状態で、カードリーダにカードを通すと、データが

エディットボックスに表示されます。

エラーの場合は「Error：****」と、表示されます。

エディットボックスの表示は「CLEAR」ボタンを押すとクリアされます。

「Close」ボタンを押すと、プログラムを終了します。












～自動電源OFF（APO）について～
APOチェックボックスをチェックすると、30秒後にMCRの電源をOFFします（本体の電源ではありません）。



※MCR自動電源OFF状態からの復帰方法は、イベント通知用とメッセージ通知用で異なります。

・メッセージ通知の場合

1）APOチェックボックスをチェックします（自動電源OFF設定状態になる）。

2）チェックボックスをチェック後、30秒経過するとデータを表示するエディットボックスに「APO」と表示されます。

この状態ではMCRに電源が投入されていないので、カードリーダにカードを通してもデータを読むことができません。

3)電源OFF状態はダイアログの下記の部分をタップすると解除されます。

解除した後さらに30秒経過すると、再度電源OFF状態になります。




3)電源OFF状態はダイアログの下記の部分をタップすると解除されます。

解除した後さらに30秒経過すると、再度電源OFF状態になります。

4)自動電源OFF設定を解除する場合はAPOチェックボックスからチェックを外してください。

・イベント通知の場合

1）APOチェックボックスをチェックします（自動電源OFF設定状態になる）。

2）チェックボックスをチェック後、30秒経過すると「Message:MCR APO」と書かれたポップアップが表示されます。

この状態ではMCRに電源が投入されていないので、カードリーダにカードを通してもデータを読むことができません。

3)ポップアップのOKボタンを押すと、MCRに電源が再投入されます。

解除した後さらに30秒経過すると、再度電源OFF状態になります。

～ソースコードフロー図～
プログラムは以下のフローで動作します。

・メッセージ通知版フロー



























・イベント通知版フロー



















データ読み取りスレッド


データ読み取りスレッドはINIT_DIALOG時にCreateします。

また、プログラム終了時にCloseします。








APO通知スレッド


APO通知スレッドはINIT_DIALOG時にCreateします。


また、プログラム終了時にCloseします。
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MCROpen()





斜線の部分をタップするとMCRに再度電源が投入されます。





メッセージ通知設定？





MCRSetEventNotification(FALSE)
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WaitForSingleObject()でMCREventReadingを待つ
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WaitForSingleObject()でMCREventAPOを待つ








